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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
余
波
で
、
多
く
の
活
動
が
縮
小
あ
る

い
は
中
止
と
な
り
、介
護
保
険
事
業
は
、

利
用
実
績
が
前
年
度
よ
り
落
ち
込
み
ま

し
た
。
訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
支
援
、

入
間
町
地
域
密
着
型
認
知
症
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ぷ
ち
ぽ
あ
ん
の
自
主
３
事
業
も
厳

し
い
事
業
展
開
が
続
き
ま
し
た
が
収
支

均
衡
は
維
持
し
ま
し
た
。

・
運
営
体
制
の
強
化
・
整
備

　

令
和
2
年
度
は
、
計
画
的
な
常
勤
職

員
の
確
保
・
採
用
が
進
み
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
令
和
3
年
度
は
、
総
合
事
業

通
所
型
市
基
準
（
市
基
準
）
の
拡
大
や
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
に
お
け
る
特
定
事

業
所
加
算
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
非
常
勤
職
員
の
欠
員
補
充

は
、
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　

施
設
改
修
で
は
、
積
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
浴
室
等
の
改
修
と
併
せ
、
女
性
職

員
用
ト
イ
レ
の
増
設
等
の
施
設
改
修
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
入
浴
サ
ー

ビ
ス
は
、
12
月
か
ら
新
し
い
浴
室
で
開

始
し
て
い
ま
す
。

・
介
護
予
防
の
取
組

　

利
用
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
、
フ
レ
イ

ル
状
態
か
ら
の
脱
却
を
目
的
と
し
た
、

総
合
事
業
通
所
型
市
基
準
（
市
基
準
）

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
で
、
実
施
時
間
を
短

縮
し
て
2
部
制
を
取
り
な
が
ら
、
週
3

回
の
実
施
を
継
続
し
ま
し
た
。

・
地
域
の
福
祉
人
材
の
発
掘
・

　
育
成
に
向
け
た
研
修
の
実
施　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
令
和
2
年
度
は
、
通
常
の
協
力

会
員
募
集
活
動
を
控
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
代
替
策
と
し
て
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
協
力
会
員
と
職
員
で
、
大

規
模
集
合
住
宅
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
た
ほ
か
、
協
力
会
員
募
集
広
告
を

登
載
し
た
封
筒
を
作
成
し
、
市
内
の
各

郵
便
局
の
窓
口
に
配
架
す
る
等
の
試
み

を
し
ま
し
た
が
、
会
員
数
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。

　

例
年
取
組
ん
で
い
る
、
社
会
福
祉
士

等
の
資
格
取
得
を
目
指
す
実
習
生
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
人
数

の
制
限
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る

な
ど
、
感
染
症
対
策
を
進
め
な
が
ら
実

施
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
介
護
技
術
勉
強
会
（
介
護

職
カ
フ
ェ
）
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止

の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

・
認
知
症
当
事
者
と
家
族
介
護
者
支
援

の
拡
充

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

令
和
2
年
度
は
５
５
４
名
の
受
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
、
活
躍
の

場
リ
ス
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
受
講
終
了
後
の
支
援
と
し
て
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
２
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

家
族
介
護
者
（
ケ
ア
ラ
ー
）
支
援
で

は
、
令
和
２
年
度
も
、「
ケ
ア
ラ
ー
支

援
マ
ッ
プ
」
の
情
報
を
更
新
し
、
市
内

全
戸
に
配
布
し
た
ほ
か
、
市
内
の
ケ
ア

ラ
ー
支
援
団
体
を
対
象
と
し
た
学
習
会

を
主
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
当
事
者
や
家
族
、
ま
た
専

門
職
等
、
ど
な
た
で
も
参
加
の
で
き
る

「
だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
3
分

の
1
は
休
止
し
ま
し
た
。

　

開
催
時
は
、食
事
の
提
供
を
中
止
し
、

参
加
人
数
も
制
限
す
る
等
の
対
策
を
講

じ
、延
べ
85
名
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

・
医
療
介
護
連
携
の
推
進

　

医
療
と
介
護
の
連
携
で
は
、
例
年
と

同
様
に
、
市
内
の
医
療
福
祉
の
職
能
団

体
や
、
行
政
機
関
の
会
議
・
研
修
等
に

参
加
し
ま
し
た
。

・
地
域
共
生
社
会
の
推
進

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
令
和
2
年
度
は
、
子
育
て
世

代
支
援
の
た
め
公
社
が
例
年
実
施
し
て

き
た
「
親
子
料
理
講
座
」
を
中
止
し
ま

し
た
。
同
様
に
、
公
社
の
協
力
会
員
が

地
域
の
方
々
と
共
に
取
り
組
み
、
公
社

が
そ
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
、「
こ

く
り
ょ
う
子
ど
も
食
堂
わ
い
わ
い
」も
、

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
）
法
人
運
営

（
２
）
事
業
運
営

令
和
2
年
度
事
業
報
告
概
要

・
健
全
な
公
社
経
営
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・
ピ
ア
ノ
演
奏
︽
田
澤
様
︾（
7
月

　

２
日
）

　

５
月
延
べ　

１
名

　

６
月
延
べ　

８
名

　

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

６
〜
７
月
の
活
動
報
告

☆
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

来
訪

行
事

行
事 ８
〜
９
月
の
活
動
予
定

ツバメ

制作風景花火 サクランボ

七
夕

　

七
夕
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
、
短
冊

に
願
い
事
を
書
か
れ
ま
し
た
。「
健

康
」「
家
族
仲
良
く
」「
コ
ロ
ナ
終
息
」

等
々
。
ど
な
た
の
願
い
も
叶
い
ま
す

よ
う
に
。

・
対
抗
ゲ
ー
ム（
6
月
3
日
~
5
日
、

６
月
９
日
~
10
日
）

・
七
夕（
７
月
１
日
~
15
日
）

・
夏
祭
り

・
敬
老
会

　

三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
後
、
今
年
度
最
初
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
田
澤
様
を
お
招
き

し
、
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
演
奏
を
ご

披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
利
用
者

の
皆
さ
ま
も
、
大
い
に
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
共
同
作
業
で
、

四
季
折
々
の
風
物
を
題
材
に
し
た
作

品
の
制
作
に
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
わ
く
わ
く
、
あ
い
あ
い

の
皆
さ
ま
で
、「
夏
」
を
テ
ー
マ
に

共
同
で
作
成
し
た
作
品
を
、
紹
介
し

ま
す
。

　
「
ツ
バ
メ
」、「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」、「
花

火
」
の
お
題
で
、
写
真
の
よ
う
な
作

品
が
、
複
数
完
成
し
ま
し
た
。

　

巣
の
雛
と
親
鳥
の
「
ツ
バ
メ
」、

木
に
実
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
「
サ
ク

ラ
ン
ボ
」、
夜
空
を
艶
や
か
に
彩
る

「
花
火
」。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
素
材
を
変
え
、
多
彩

な
表
現
で
製
作
さ
れ
た
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

夏
の
製
作

ピアノ演奏 田澤様七夕飾り

来
訪

七夕祭りの様子

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
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ぷ
ち
ぽ
あ
ん
で
は

昼
食
後
に
、『
脳
ト

レ
』
の
た
め
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
蓋
を
使
っ

た
パ
ズ
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

蓋
に
描
か
れ
た
数
字
や
漢
字
等

を
、
問
題
用
紙
に
合
わ
せ
て
並
べ
る

の
で
す
が
、
多
い
も
の
は
、
な
ん
と

１
０
０
個
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

利
用
者
さ
ま
は
、
根
気
よ
く
取
り
組

ん
で
い
ま
す

　

製
作
活
動
で
は
、
利
用
者
さ
ま
と

大
き
な
紫
陽
花
を
作
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
、「
ど
う
や
っ
て
つ
け
る

の
？
」、「
こ
れ
で
い
い
の
？
」
な
ど
、

職
員
と
話
し
な
が
ら
、
花
び
ら
を
一

つ
一
つ
丁
寧
に
貼
り
、
素
敵
な
作
品

に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

中
庭
で
は
野
菜
を
育
て
、
毎
日
の

成
長
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
き
ゅ
う

り
に
ゴ
ー
ヤ
、
茄
子
（
白
茄
子
も
）

と
、
収
穫
し
た
野
菜
は
浅
漬
け
に
し

て
、皆
さ
ん
の
お
や
つ
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
健
康
づ
く
り
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
長
期
に
わ
た
り

多
く
の
高
齢
者
が
、
外
出
や
体
を
動

か
す
機
会
と
と
も
に
、
人
と
の
交
流

の
場
を
失
い
、
フ
レ
イ
ル
状
態
の
解

消
を
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
テ
ー
マ
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
は
６
月
17
日
（
木
）
開
催

で
、
東
京
都
介
護
予
防
フ
レ
イ
ル
予

防
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
倉
地
氏

（
理
学
療
法
士
）を
お
招
き
し
て
、「
ま

だ
間
に
合
う
！
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と

題
し
、
講
義
と
実
践
指
導
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
た
め
に
は
、

運
動
の
実
践
と
、一
人
で
行
う
よ
り
、

仲
間
と
一
緒
に
運
動
を
行
う
方
が
、

よ
り
有
効
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

第
二
回
は
６
月
29
日
（
火
）
開
催

で
、
公
社
の
理
学
療
法
士
が
、「
自

宅
で
簡
単
、
健
康
づ
く
り
の
運
動
」

と
題
し
、
実
践
運
動
を
交
え
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
主
に
、
自
宅
で
も
手
軽

に
行
え
る
運
動
と
し
て
、
調
布
市
が

推
奨
す
る
、
10
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
や
み
く
も
に
運
動
を
繰
り

返
す
だ
け
で
は
な
く
、
姿
勢
を
正
し

く
保
つ
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

専
門
職
に
よ
る
二
日
間
の
介
護
教

室
を
通
し
て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
訴
え
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
盛
況
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度　
介
護
教
室
の

報
告
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栄
養
士
お
す
す
め

レ
シ
ピ

　

暑
さ
が
厳
し
く
、
夏
バ
テ
や
熱
中

症
が
気
に
な
る
時
期
で
す
。今
回
は
、

疲
労
回
復
に
効
果
の
あ
る
豚
肉
と
、

汗
を
か
く
こ
と
で
失
わ
れ
が
ち
な
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
補
え
る
、「
豚

肉
の
冷
や
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
風
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ラ
ダ
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
さ
ま
に
も
大
変
好
評
で
、

多
く
の
方
に
作
り
方
を
聞
か
れ
た
レ

シ
ピ
で
す
。
サ
ッ
パ
リ
と
召
し
あ
が

れ
ま
す
の
で
、
作
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

☆
ゆ
で
汁
は
お
肉
や
野
菜
の
う
ま

味
が
で
て
い
ま
す
。一
度
沸
騰
さ
せ
、

灰
汁
を
取
り
、
塩
、
胡
椒
で
味
を
整

え
、
う
ど
ん
や
雑
炊
の
汁
と
し
て
も

使
え
ま
す
。

鍋
に
湯
を
沸
か
す
。

①
で
オ
ク
ラ
に
さ
っ
と
火
を
通

し
、
取
り
出
す
。
そ
の
鍋
で
も

や
し
を
茹
で
、
網
等
で
ザ
ル
へ

す
く
い
取
り
、
冷
ま
す
。

②
の
鍋
で
豚
肉
を
一
枚
ず
つ
、

箸
で
さ
ば
き
な
が
ら
茹
で
、
冷

水
に
と
っ
て
、
水
気
を
切
る
。

胡
瓜
と
み
ょ
う
が
は
せ
ん
切

り
、
ト
マ
ト
は
く
し
切
り
、
茹

で
た
オ
ク
ラ
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
る
。

器
に
②
③
④
を
盛
り
つ
け
、
冷

蔵
庫
で
し
ば
ら
く
冷
や
す
。
食

べ
る
直
前
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

か
け
る
。

作
り
方

①④ ②③⑤

だ
し
汁
・
・
・
大
さ
じ
２

醤
油
・
・
・
・
大
さ
じ
３

酢
・
・
・
・
・
大
さ
じ
２

砂
糖
・
・
・
・
小
さ
じ
１

ご
ま
油
・
・
・
小
さ
じ
１

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
豚
肉

　
　
　
　
　

１
２
０
g
程
度

オ
ク
ラ
・
・
・
４
本

も
や
し
・
・
・
適
量

胡
瓜
・
・
・
・

み
ょ
う
が
・
・
１
〜
２
個

ト
マ
ト
・
・
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
作
り
や
す
い
、

多
め
の
分
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る
グ

ル
ー
プ
の
ご
紹
介
第
８
弾
で
す
。

　
「
花
カ
フ
ェ
」
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

場
と
な
る
た
め
に
始
ま
り
、
今
年
で
７
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

始
め
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ち
ょ

う
ふ
花
園
の
１
階
相
談
ス
ペ
ー
ス
で
、
毎

週
２
回
、「
地
域
の
ど
な
た
で
も
気
軽
に

来
る
こ
と
が
で
き
る
カ
フ
ェ
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。　
　

　

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ー
ン
で
入
れ
る

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
は
、
空
間
と
、
参
加
し

て
い
る
皆
さ
ま
を
癒
し
ま
す
。
ま
た
、
素

敵
な
カ
ッ
プ
を
利
用
し
、
100
円
で
参
加
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
12
名
程
、
個
々

の
ペ
ー
ス
で
参
加
し
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
・

ウ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
ベ
イ
カ
リ
ー
の
パ
ン
や

作
業
所
の
ク
ッ
キ
ー
、
和
菓
子
な
ど
を
提

供
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康

維
持
の
た
め
の
予
防
体
操（
脳
ト
レ
体
操
・

骨
盤
底
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
も
、
毎

週
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
に
、
施
設
が

使
用
中
止
と
な
り
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し

て
い
ま
す
。

　

代
替
と
し
て
現
在
は
、
小
島
町
の
医
師

会
館
横
の
美
容
室
「
ラ
リ
ス
」
で
、第
１
・

４
週
の
火
曜
日
、
午
後
１
時
半
~
３
時
ま

で
で
、
包
括
の
相
談
員
も
参
加
し
、
感
染

対
策
と
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、
６
、７
人
の
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
疲
れ
を
訴
え
る
方
が
い
る

場
合
は
、
少
人
数
で
の
臨
時
営
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
疲
れ
の
介
護
者
や
、
認
知
症
状
が
気

に
な
る
方
は
、
左
記
（
ち
ょ
う
ふ
花
園
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。

電
話
０
４
２
（
４
８
４
）
２
２
８
５　

花
カ
フ
ェ
担
当

栄
養
士
お
す
す
め

1/４
個

1/3
本

《
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
》

材
料
（
２
人
分
）

☆彩りや風味に大葉や小葱
など散らせば見た目にも鮮
やかで食も進みます。

「
花
カ
フ
ェ
」
の
ご
紹
介
で
す
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令
和
３
年
度　
第
２
回
ケ
ア
ラ
ー
学
習
会

会
員
交
流
事
業
の
ご
案
内

食
中
毒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

今
回
の
学
習
会
で
は
、
前
半
に
家

族
介
護
者
（
ケ
ア
ラ
ー
）
の
サ
ポ
ー

ト
活
動
に
尽
力
す
る
、
N
P
O
法

人
U
P
T
R
E
E
代
表
の
阿
久
津

美
栄
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
後

半
は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
調
布

市
版
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
の
作
成
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
手
帳
の
役
割
に
つ
い

て
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

︻
日
時
︼   

8
月
27
日（
金
）午
前
9
時

　
　
　
　

半
~
11
時
30
分

︻
会
場
︼   

調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ
あ
く

　
　
　
　

ろ
す　

３
階
ホ
ー
ル

︻
内
容
︼  

阿
久
津
美
栄
子
氏
に
よ
る

　
　
　
　

講
演
・
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
作

　
　
　
　

成
に
向
け
た
意
見
交
換
会

︻
定
員
︼   

40
人
（
申
し
込
み
順
）

︻
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
︼

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

住
民
参
加
推
進
係

※
8
月
20
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
（
Z
o
o
m
）
に
変
更
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
会
員
、
協
力
会
員
、
賛
助
会

員
の
交
流
を
目
的
に
、「
会
員
交
流

事
業
」を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
で
、
限
ら
れ
た
定
員
と
は
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

9
月
12
日（
日
）13
時
~
14

　
　
　
　

時
半

︻
会
場
︼   

調
布
ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社

︻
内
容
︼  

富
永
和
音
氏
に
よ
る
リ
コ

　
　
　
　

ー
ダ
ー
演
奏
会

︻
定
員
︼   
20
人（
申
し
込
み
順
）

︻
参
加
費
︼  

５
０
０
円
（
お
茶
代
を
含

　
　
　
　

む
）

　
　
　
　

当
日
受
領
い
た
し
ま
す
。

︻
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
︼

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

住
民
参
加
推
進
係

　

こ
の
度
、
令
和
3
年
度
福
祉
講
演

会
を
、
左
記
の
日
程
で
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
筑
波
大
学
助
教
の
辻
大

士
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
等
、
詳
細
は
9
月
に
発

行
予
定
の
、
広
報
誌
ゆ
う
あ
い
22
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼　

10
月
16
日（
土
）13
時
半
~

　
　
　
　

15
時

︻
会
場
︼  

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く

　
　
　
　

り
12
階
大
会
議
場

︻
テ
ー
マ
︼　
「
つ
な
が
り
が
健
康
を
育

　
　
　
　

む
~
暮
ら
し
て
い
る
だ
け

　
　
　
　

で
長
生
き
で
き
る
街
と
は

　
　
　
　

~
」

︻
講
師
︼　

辻
大
士
氏
（
体
育
科
学
博

　
　
　
　

士
・
筑
波
大
学
助
教
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
り
、
開
催
方
法
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

﹁
一
人
で
悩
ま
な
い
家
族
介
護
﹂

令
和
３
年
度
・
第
３
２
回
福

祉
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

︵
予
告
︶

富永和音氏

　

食
中
毒
は
、
主
に
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
高

温
多
湿
に
な
る
夏
場
は
、
特
に
細
菌

に
よ
る
食
中
毒
が
増
え
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

原
因
と
な
る
代
表
的
な
細
菌
は
、

腸
管
性
出
血
大
腸
菌
（
O
１
５
７

等
）
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
な
ど
で
す
。
ま
た
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
燥
し
た
冬
場
に
多

く
発
生
し
ま
す
。

　

食
中
毒
の
防
止
に
は
、
次
の
３
つ

が
有
効
で
す
。

①　

入
念
な
手
洗
い
で
洗
い
流
し
、

細
菌
を
「
つ
け
な
い
」。

②　

購
入
し
た
食
材
は
、
な
る
べ
く

早
く
使
い
切
る
、保
存
す
る
場
合
は
、

低
温
で
保
存
し
て
、
細
菌
を
「
増
や

さ
な
い
」。

③　

食
材
を
加
熱
し
て
、
細
菌
を
死

滅
さ
せ
、「
や
っ
つ
け
る
」。

　

細
菌
は
、
包
丁
や
ま
な
板
等
の
調

理
器
具
に
も
付
着
し
ま
す
。
特
に
、

使
用
後
は
念
入
り
に
洗
浄
、
殺
菌
し

て
か
ら
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
皆
さ
ま
、
ご
自
宅

で
調
理
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
食
中
毒
に
は
、
充

分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼
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会
員
状
況
（
令
和
３
年
６
月
末
現
在
）

○
利
用
会
員    

２
４
２
世
帯
（
２
９
５
人
）

○
協
力
会
員　
２
５
３
人

○
賛
助
会
員　
個
人
２
３
１
人

　
　
　
　
　
　
法
人
６
団
体

事
業
提
案
報
告

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

公
社
で
は
、
日
々
の
事
業
を
推
進

す
る
中
で
得
ら
れ
た
知
見
や
福
祉
ニ

ー
ズ
を
基
に
、
新
た
な
事
業
展
開
や

既
存
事
業
の
見
直
し
、
効
率
化
を
図

る
目
的
で
、
職
員
か
ら
毎
年
事
業
提

案
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
、
35
件
の
提
案
が

あ
り
、
管
理
職
が
提
案
者
か
ら
、
内

容
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次

の
4
件
の
推
進
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

①
読
者
の
読
み
や
す
さ
を
重
視
し

た
、「
機
関
紙
ほ
っ
と
ら
い
ん
の
カ

ラ
ー
化
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年

度
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

②
フ
レ
イ
ル
予
防
を
、「
食
事
」

の
視
点
か
ら
補
強
す
る
提
案
を
受

け
、
令
和
3
年
度
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
市
基
準
）
で
低
栄
養
予
防
の
講
座

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

③
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
も

寄
与
す
る
方
策
と
し
て
、
複
数
の
職

員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
職
員
の
在

宅
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

④
「
だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
」
に
つ
い

て
も
、
よ
り
当
事
者
の
声
が
反
映
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
の
提
案

が
あ
り
、
令
和
3
年
度
は
そ
れ
を
具

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関

す
る
報
告

体
化
し
ま
す
。

　

採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
提
案
も
、

内
容
に
依
っ
て
は
担
当
の
係
に
紹
介

し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
提
案
は
こ
れ
ま
で
、
単
年
度

で
審
議
終
結
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
2
年
度
か
ら
は
、
全
職
員
が
共
有

で
き
る
よ
う
に
、
報
告
書
を
作
成
す

る
形
式
に
改
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
提
案
の
経
緯
が
複

数
年
追
え
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、

新
た
な
提
案
の
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア

の
整
理
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
公

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
予
定

で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
一
読
願
い
ま
す
。

　

５
月
22
日
（
土
）
に
判
明
し
た
、

公
社
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
罹
患
の
顛
末
に
つ
い
て
、
ご

報
告
し
ま
す
。

　

同
日
、
罹
患
者
並
び
に
保
健
所
か

ら
の
一
報
を
受
け
、５
月
24
日
（
月
）

よ
り
安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
の

間
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
休

業
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

休
業
中
は
、
保
健
所
等
の
指
導
を

受
け
、
濃
厚
接
触
者
の
判
定
と
自
宅

待
機
措
置
、
ま
た
、
全
職
員
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
や
施
設
内
の
消
毒
等
を
実
施

し
、
感
染
拡
大
防
止
対
応
を
徹
底
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
懸
念
を
し
て
い
た
感

染
の
拡
大
も
な
く
、６
月
２
日
（
水
）

よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
休
業

に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
者
さ
ま
を
は

じ
め
ご
家
族
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、

多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
掛

け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
も
行
い
、
よ
り
一
層
、
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

匿
名　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

大
西　

輝
雄
様　
　
　

匿
名　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
大
名
筍

じ
ゃ
が
芋

玉
ね
ぎ

キ
ャ
ベ
ツ


